
 

      
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

   小学校において、2020年度から新学習指導要領が全面実施となり、第３・４学年で年間35時間の外

国語活動、第５・６学年で年間70時間の外国語科の授業が始まる。小学校では、学級担任が中心とな

って外国語活動又は外国語科を指導することになるため、全ての小学校教師の指導力と英語力の向上

を図ることが求められる。そこで、全ての教師が一人で授業の計画を立て、授業できることを目指す

こととした。 

 

Ⅱ 実践の内容 

１ 指導力の把握及び授業パターンの確立 
(1) 個の経験や指導スタイル、学校の実態に合わせた柔軟な支援 

(2) 授業パターンの確立 

２ 参加しやすい様々な形式による校内研修の実施 
(1) ミニ研修 

(2) 朝のイングリッシュタイム 

(3) 校内研修への関わり 

３ 情報提供及び教材の共有 
(1) 外国語通信の発行 

(2) 教材の共有  
Ⅲ 実践の概要 
１ 指導力の把握及び授業パターンの確立 
(1) 個の経験や指導スタイル、学校の実態に合わせた柔軟な支援 

     北見市内８校の第３～６

学年の教師36名と授業づく

りを行った。事前に外国語

活動指導経験の有無等に関

わるアンケートを実施し、

教師の指導経験に応じた段

階的な指導を行った。 

 

 

(2) 授業パターンの確立 

     １単位時間の授業のアウトラインを提

示し、授業パターンを確立することで児

童が安心して授業に参加でき、学級担任

は自信をもって授業ができるようになっ

た。特に、評価に活用する共通の振り返

りシート、授業の始まりの歌等は、学年

を超えて共通の取組となった。 

 

 

 

 

  

   

小学校における英語教育の充実に向けて 
北見市立高栄中学校 （小学校外国語活動巡回指導教員 矢 木 美奈子） 
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【帯活動の様子】 【振り返りの様子】  【学級担任が作成した学習指導案】 

 【教師の指導経験に応じた段階的な指導】 

 【指導力向上を図るための流れ】 



 

  
２ 参加しやすい様々な形式による校内研修の実施 
(1) ミニ研修 

全ての学校において、ミニ研修を実施した。

学校の要望に応じて、学習指導案づくりやア

クティビティ体験、評価についての交流等を

行い、今年度外国語活動を指導していない教

師も、授業についての知識を深めるよい機会

となった。                     

 

(2) 朝のイングリッシュタイム 

     職員朝会の時間を活用し、朝のイングリッシュタイムに取り組んだ。授業で活用できるクラ

スルーム・イングリッシュを、ジェスチャーを使いながら全職教員で練習したり、英語に関す

る○×クイズを出題したりした。短い時間で継続して取り組むことにより、教師の負担は少な

く、授業で活用することができた。 

 

(3) 校内研修への関わり 

     巡回指導日を各校の研修日に当て、学習指導案の検討

や研究協議に参加した。学習指導案や教材作成に関わっ

ては、学年部全体で協議を重ね、教師の個性や学級の特

性に応じた、よりよい外国語活動の在り方について意見

を交流した。 

 

３ 情報提供及び教材の共有 
(1) 外国語通信の発行 

     昨年度に巡回をしていた８校を含む16校に向けて、「外

国語通信」を発行した。教科化に向けた情報、教材の準

備の仕方、デジタル教材の使用方法、学級担任の授業実

践の特集等を紹介することにより、打合せだけでは共有

できない情報を発信した。 

 

(2) 教材の共有 

     北見市教育委員会の協力を得て、全校共有フォルダの中に、外国語活動のフォルダを作成し、

全学年の年間指導計画、学習指導案、アクティビティシート等をデータで入れて、自作教材を

教師と共有するとともに、活用できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 実践の成果と課題 
１ 実践の成果 
○ 学習指導案のアウトラインや帯活動、振り返りシート等を共有したり、校内研修のもち方を

工夫したりすることにより、学級担任だけではなく、外国語活動の授業を担当していない教師

の指導力と英語力の向上を図ることができた。 

２ 今後の課題 
● 外国語科及び外国語活動の評価方法や教科書に準じた教材の開発等について、更なる研修の

充実が必要である。また、ＡＬＴの活用方法等について各校でばらつきがあるため、共通理解

を図るための機会の設定が必要である。  

 【ミニ研修のパワーポイント資料】 

 【研究協議の様子】 
 【外国語通信】 

 【アクティビティシート】 


